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るために，本会分散システム／インターネット運用

技術研究会（DSM研究会）と高品質インターネット

研究会（QAI研究会）が 2008年に統合されて，イン

ターネットと運用技術研究会（Internet and Operation 

Technology：IOT研究会）が発足し，2013年にシス

テム評価研究会（EVA研究会）と統合されて，現在

に至ります．IOT研究会は，多くの組織が抱えるネッ

トワークの構築・運用技術に関する技術的な課題，コ

ンピュータやネットワークのさまざまな利用方法，イ

ンターネット上の通信を安定かつ確実に行うための通

信方式の研究およびネットワーク構築技術の研究に関

する幅広い研究発表の場となっています．

　IOT研究会では，従来から計算機・ネットワーク運

用技術に関する優れた実践的研究を高く評価し，それ

らを論文化したり国際的に発表したりすることを推奨

してきました．計算機やネットワーク運用上のベスト

プラクティスに関する研究発表に対する藤村記念ベス

トプラクティス賞を 2015年度に創設し，デジタルプ

ラクティスへも推薦論文として投稿を促してきました．

本特集においても IOT研究会が中心となって今回の

特集の企画・編集を行いました．

池部　実 大分大学 

編集にあたって

新しい生活様式を見据えた新しい生活様式を見据えた
インターネットと運用技術インターネットと運用技術

  デジタルプラクティスコーナーデジタルプラクティスコーナー

インターネットと情報システム運用
技術の進化

　2020年に入り新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

は世界的に猛威を振るい，この影響で企業活動や教育

研究活動にも変化が求められています．感染症拡大を

抑制するために急遽進められたテレワークやオンライ

ン授業などもその変化の 1つと言えます．このような

急速なデジタル・トランスフォーメーション（Digital 

Transformation：DX）の流れの中で，新たな問題や

課題が見えてきました．テレワークのためのリモー

トアクセスキャパシティの問題や，それらの脆弱性

に対する攻撃など，これまで見られなかった攻撃が

行われ始めています．また，オンラインだけではな

くオンライン・オフラインのハイブリッド形式の授

業や会議の在り方が模索され始めています．このよ

うに今後の社会活動はこれまでとは異なり，「新しい

生活様式」の実践が求められ，その実践には ICTの

さらなる活用と強固な情報基盤が必要となります．

　このように変化の著しいインターネットや各種情

報システムにおける運用技術に関する研究を推進す

特集特集

九州工業大学 中村　豊
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　本特集では，COVID-19が世界的に収束することを

願いつつ「新しい生活様式」を見据えたインターネッ

トと運用技術に焦点を当て，これからの情報通信基盤

の構築および活用に向けた最新の研究，開発，実験，

運用等に関するプラクティス論文を掲載します． 

本特集の論文について

　本特集には 5編の論文が投稿され，2名のゲストエ

ディタおよび 18名のメタレビューアを中心に査読が

進められました．査読の結果，以下の 4本の投稿論文

が採録されました． 

　福田氏らによる「無線 LAN 利用状況調査に基づい
て策定した改善策の検証」では，2019年 9月に九州

工業大学では全学のネットワークが更新され，このう

ち無線LANシステムの更新では学内アンケートから

得られた要望と，2014年から 2018年までの利用動向

調査から抽出された 5つの改善点が実施されています．

具体的には，平均利用端末数の増加を見越したAP

（Access Point）の増設，稠密環境を考慮した IEEE 

802.11ax対応APの導入，トラフィック増加に備えた

有線LAN側の増速，講義に直接関係しないトラフィッ

クの制御，利用動向に基づくAPの選定です．九州工

業大学では情報工学部では 2018年度から，工学部で

は 2019年度からBYOD（Bring Your Own Device）

の導入が開始されたため，さまざまな利用体系に耐え

られるように，できるだけ高スループットを実現でき

るシステムの導入を目指しています．BYODが実施さ

れて以降，平均利用端末数は常に増加傾向にあるため，

APの収容数については現在の利用者数ではなく収容

定員の 2倍を想定接続端末数としています．BYOD

が実施される講義室および過去の利用傾向の高い講義

室において IEEE 802.11ax対応のAPを導入すること

で，効率的なAPの配置が実現できていることが確認

されています．

　丸山氏らによる「オンライン公開講座としてのサ
イバーセキュリティ堅牢化演習の運営」では，実践
的なオンライン公開講座として，サイバーセキュリ

ティ堅牢化演習を実施するための満たすべき要件を

整理し，問題点の具体的な解決策について述べてい

ます．サイバーセキュリティの重要性は，テレワー

クの定着や教育における ICT活用の拡大といった情

勢の変化に応じて，需要は拡大しています．しかし

CTF（Capture The Flag）といった競技大会では

入門者の入口とするには敷居が高いといえます．そ

こで丸山氏らは 2015年度から 10代の生徒・学生

を主な対象として，実践的なサイバーセキュリティ

演習を無償の公開講座として実施してきています．

2020年度は新型コロナウイルス感染症拡大のため

対面での実施が困難になったため，公開講座の演習

環境の提供，参加者のサポートをすべてオンライン

に移行して実施されています．オンライン演習環

境では仮想環境を用いた演習環境の提供とともに，

Slack・Zoomを用いたコミュニケーションツール

を用いた講義や情報共有がなされています．受講者

へのアンケートからオンライン演習環境への満足度

が高く，有用であることが示されています．

　金子氏らによる「複数回線を冗長併用する通信技
術の WebRTC 映像伝送への適用と評価」では，可用
性と品質向上のため複数の通信手段による補い合い

を可能とするマルチパス通信技術をWebRTC（Web 

Real-Time Communication）に対して導入していま

す．移動体であるコネクティッドカーの通信環境は常

に変動し続け，遠隔運転に十分は通信品質を維持でき

論文誌 デジタルプラクティス「特集：新しい生活様式を見据えたインター
ネットと運用技術」はこちらでご覧いただけます（電子図書館）
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/51/S1303-index.html
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来手法と比較してオフローディング処理のエラー率

が最大 91%削減されることが確認されています．

今後に向けて

　最後に，本特集を企画する機会を与えていただく

とともに，その実施にご尽力，ご支援いただいた学

会関係者各位に感謝いたします．また，本特集に興

味を持ち優れた論文をご投稿いただいた筆者の皆様，

多忙な中で論文を綿密に精査し，よりよい論文にす

べく有益なコメントをご提供いただいた査読委員な

らびにデジタルプラクティス編集委員および学会事

務局の皆様に深く感謝いたします．本特集のプラク

ティスが読者への有益な情報となって，今後のイン

ターネットや情報システムの実践的運用管理技術発

展の一助となれば幸いです．
（2022年 5月 30日）

ないことがあります．コネクティッドカーは公道を中

心とした環境での稼働が想定されており，通信手段

は 3G/4G/5Gモバイル通信サービスに依存していま

す．これらの通信サービスでは基地局との距離や見通

し，エリアを同じくする他の通信端末，モバイル網お

よびゲートウェイの通信状況によりパケットロスや遅

延，可用帯域が変化します．このような環境下で遠隔

運転しシステムを実現するためにWebRTCと呼ばれ

る低遅延フレームワークを用いた映像・音声伝送技

術を本提案手法では用いています．実際に，自動車

に複数のモバイル通信回線を備えた本システムを搭

載し，市街地走行環境における映像伝送実験を行っ

た結果，単一の通信手段のみを用いた場合と比較し

て可用性が向上しロスや遅延の低減に寄与すること

が確認されています．

　古澤氏らによる「遅延値に基づく車両向けコンテ
ナ型アプリケーションの動的エッジオフローディン
グの実装と評価」では，車両向けコンテナ型アプリ
ケーションのオフローディング先を，車載機と各

サーバ間の応答時間に基づき車載機，エッジサーバ，

クラウドの中から動的に切り替えるフレームワーク

を提案しています．クラウドの応答時間の平均値が

一定の閾値を下回る間はクラウドを，閾値を上回る

場合はエッジサーバをオフローディング先として動

的に選定されることで，要求される低遅延応答を安

定実行しつつエッジサーバの利用を最小限に抑える

ことが可能となっています．Kubernetesとコンテナ

仮想化技術を用いて提案フレームワークを実装して

います．100ミリ秒以内の応答が求められるアプリ

ケーションの動的オフローディング実験を行い，従
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